
口蹄疫 
～ふたたび起こさないために～ 

1. リスクを知る!! 
   侵入のリスクを知る。 
   口蹄疫はもはや海外病ではない。    
 

2. リスク管理 
   マニュアル整備は当然。 
   平常時に、最悪の事態を想定できるか。 
   100回の疑い事例後、101回目で真の発生!!  
   1回目の疑い事例の緊張感で対応できるか。 
 

3. 2010年を忘れない!! 
   絶対に風化させない。 
   情報は常に更新する。 
 

4. もし、国内で発生したら？ 
   発生リスクはゼロにできない。 
   当然、想定内として対応。 
   まずは、発見時が初発ではなく、 
   国内侵入時が発生のはじまりである。 
   この時間差を意識する!! 
 

5. 新技術の開発（リスクの軽減化） 
   予防法（生かすワクチン）の開発 
   診断技術の向上 
 



口蹄疫ウイルス 
• 分類上の位置・特徴 

   Family: Picornaviridae （ピコルナウイルス科） 

         Genus: Aphtovirus （アフトウイルス属） 

                   Foot and mouth disease virus （口蹄疫ウイルス） 

   positive-sense single stranded RNA （8,500 base） 

   正２０面体 

   エンベロープを持たない 

 

• 最初に発見された動物ウイルス（1898年） 

• 極めて広い感受性宿主域（牛、豚、羊などの家畜と70種以上の野生
偶蹄類やげっ歯類）をもつ 

• 人に対する病原性はほとんどないが、吸引されたウイルスは扁桃など
で24時間以上感染力を保持 

• O，A，C，Asia1，SAT1，SAT2およびSAT3の7種類のタイプ（血清型）
があり、相互にワクチンが効かない。さらに、同じ血清型の中でもワク
チンが効かない亜型が多数存在する。流行株にマッチしたワクチンの
選択が非常に困難。 

消毒薬の項へ 

• 偶蹄類にみられる急性熱性伝染病 
• 口腔や鼻腔粘膜、蹄部に水疱や糜爛（びらん）を形成 
• 伝播力がきわめて強く、処女地では急速かつ広範囲に感染拡大が起

こる 
• 経済的ダメージが大きく、国際獣疫事務局 (OIE： Office International 

des Epizooties)が 家畜の貿易の際に重要な家畜伝染病リストに掲げ
る疾病 

口蹄疫とは 



診断の難しさ 
～診断してみよう 口蹄疫の動物はどれ？～ 
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写真提供：宮崎県、動物の感染症（近代出版）、Dr. Terrance M. Wilson氏（カリフォルニア州立大） 

(F)  

※ 答えは、口蹄疫ワクチンの項の下にあります 



消毒・消毒薬 

重曹 
（炭酸水素ナトリウム） 

口蹄疫ウイルスは、酸性または強アルカリ性の条件下で不活化 

消石灰 

口蹄疫ウイルスに有効な消毒薬 

その他有効な消毒薬 

口蹄疫ウイルスに、アルコールは効果がありません!! 

車両消毒 農場周辺の消毒 

クエン酸 

口蹄疫ウイルス 

むき出しの体 

油（脂）の膜（エンベロープ）
に包まれている 

インフルエンザウイルス 

アルコール 

脂の膜（エンベロープ）
を持つウイルスは、 

その膜が 
アルコールで 
溶かされ、 

ウイルスが壊れる 

脂の膜(エンベロープ)を持た
ないウイルスは、アルコール

消毒に強い。 
他に、ノロウイルスなども 
アルコールが効かない 

ウイルス 

pH 2   3   4   5   6   7   8   9   10   11 

・ 塩素系消毒剤 
・ ヨウ素系消毒剤 



国際的な口蹄疫防疫対策 

【ヨーロッパ諸国の防疫体制の推移 世界的潮流】 
 ヨーロッパ大陸： 口蹄疫 常在（1960年ころ） 
   ［殺処分＝高コスト、近隣からの侵入対策には丌向き］ 
  → ワクチン接種でほぼ制圧（1970年代半ば） 

【ワクチン開発の歴史】 
ドイツ：フリードリヒ・レフラー研究所（Waldman)、1937 
 感染牛の舌の乳剤をホルマリン丌活化したワクチン 
オランダ・フレンケル・ワクチン、1947 
 牛の舌の組織のタンク培養でウイルス増殖、ホルマリン丌活化 
英国・BHK21細胞培養ワクチン1960年代  
 アセチルエチレンイミン（ホルマリンより有効）で丌活化 

 
 1967年 英国で発生 堅持された殺処分方式 
  43万頭の殺処分をしても貿易上の優位性から経済的に有利 
    汚染国からの輸入禁止 
    清浄国からは高品質の畜産製品輸出 
  時折起きたワクチンが原因となった事故 
    丌活化丌十分なワクチン（品質管理の問題） 
    ワクチンメーカーからのウイルス流出 
  ワクチン接種動物と感染後回復動物との識別困難 
    感染した動物はウイルスを保持するキャリアのリスク 
 
 EU： 1992年：ワクチン接種を禁止、英国の殺処分方式をが採用 
  貿易上の優位性（経済的合理性） 
 
 2001年の発生 
  英国： ワクチン丌使用。600万頭殺処分。終息に214日（７ヶ月） 
  オランダ： 発生の拡大をみて、ワクチンを 早期に緊急接種。28万頭殺

処分。1ヶ月で終息 （ワクチン接種動物１７万頭は殺処分） 
 
 英国政府に提出された調査報告書の主な提言（2002） 
   ワクチン接種を優先的に考えるべき 
   ワクチン接種動物を殺さないワクチン対策推進 

 



2010年国内発生時の 

防疫対策 
EUの殺処分方式を基本 
2000年： 
  早期封じ込めに成功（4件、735頭）。国際的に非常に高い評価。 
 
2010年： 

口蹄疫発生前、日本はOIEの口蹄疫清浄度区分でも最も高い清浄度
（ワクチン非接種清浄国）の位置付け。 
  汚染国からの輸入禁止（輸入大国では、こちらの意義が大きい） 
  高品質の畜産製品輸出 
発生時、速やかにOIEに報告 
「家畜伝染病予防法」（法律第166号，昭和26年5月31日）並びに 
「海外悪性伝染病防疫要領」「特定家畜伝染病防疫指針」などの関連法
規に基づき、移動制限と殺処分方式を基本とする防疫措置。 
患畜及び疑似患畜はすべて殺処分と埋却あるいは焼却。 
汚染飼料、畜舎及び汚染の可能性のある全ての器具、資材も消毒、埋
却または焼却 （スタンピングアウト）。 
国内初のワクチン接種。ワクチン接種動物は全て殺処分。 

 

2011年2月5日 口蹄疫清浄国ステータスへの復帰 

2010年 

 4月20日： 宮崎県において口蹄疫の発生が確認 

 7月27日： 家畜の移動制限区域がすべて解除 

 8月27日： 農場に残っていた家畜の排泄物の処理終了 

 9月22日： 移動制限解除後の清浄性確認検査を実施し、陰性を確認 

 10月 6日： OIEに口蹄疫清浄国へ復帰を申請 

 

2011年 

 2月5日： 「ワクチン非接種口蹄疫清浄国」として認定 



ー 2010年宮崎で発生した口蹄疫 ー 

１３０日の戦い 

（宮崎県のまとめによる） 

 

殺処分された家畜頭数 288,649頭 

（患畜・疑似患畜 211,608頭） 

発生農場数 292戸 

ワクチン接種農場数 1,011戸 

ピーク時消毒ポイント 348カ所 

イベントの中止・延期 284件 

被害総額 約2,350億円 

（宮崎県提供） 

 



口蹄疫の経済的被害 

経営破たんによる 
畜産家の自殺を伝える記事 

1997年 台湾で口蹄疫発生。当時、最大輸出先であった日本
への豚肉の輸出全面禁止。台湾経済への影響甚大 

「口蹄疫は経済病」 
 

さらにいえば、 
世界の食肉（タンパク源）の安定供給を 

脅かす重大な疾病である。 



口蹄疫の発生状況 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_fmd/pdf/20110513_world_fmd.pdf 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_fmd/pdf/110418_asia_fmd.pdf 

韓国の発生状況 
 
2010年1月 口蹄疫発生 
2010年6月 一旦終息 
     （この間2タイプの発生） 
 
2010年11月 口蹄疫(O型)再発。  
 一部地域を除き韓国全土に蔓延 
2010年12月 ワクチン接種開始 
      2月までに2度接種 
2011年 4月 終息宣言 
約6,200農家、約348万頭（牛：15万頭、
豚：332万頭）を殺処分 
 
2011年4月 再発 
   （5/2までに豚で3例報告） 
 
現在、ワクチン接種清浄国を目指して、
3次ワクチン接種を計画 
  

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_fmd/pdf/110418_1000_korea_fmd.pdf 

血清型別にみる近年の口蹄疫流行地域 

動物衛生研究所： http://niah.naro.affrc.go.jp/disease/FMD/country.jpg 

世界的な発生件数はO型によるものが最も多い
が、SAT1～3型はアフリカ、Asia1型はアジアとい
うように発生には地域性が認められる。 
東アジアでは、中国、台湾、ベトナムに口蹄疫が
常在。 

発生国(赤)が世界
の2／3を占める。 
 
清浄国といわれる、
口蹄疫フリーの国
(水色）は、欧米、オ
セアニア、南米およ
びアジアの一部地
域の非常に限定した
地域のみ。 

2010年以降だけでも、中国、香港、台湾、ベトナ
ム、韓国、モンゴル、ロシアなどで、O型・A型・
Asia1型の口蹄疫が発生。 



野生動物の口蹄疫 
※ 口蹄疫は家畜から野生動物へと広がる。 

※ 野生化した動物集団における口蹄疫の根絶は、困難か丌可能。 

 

• アフリカ・バッファローSyncerus cafferは、SAT型の主な宿主で
あり、病気が維持された集団からその他の野生動物やウシに伝
播する。 

• アフリカでは、牧草を食べる生息域を共有しているインパラ
Aepyceros melampusやシマカモシカTragelaphus strepsiceros
から牛への感染がしばしばみられる。 

• イスラエルでは、マウンテン・ガゼルGazella gazellaに感染が広
がり、高い罹患率と死亡率をもたらしている。 

• カザフスタンでは牛からサイガSaiga tataricaの集団に感染、そ
れらの移動により病気が広がり、最初の発生地から離れたウシ
に伝播している。 

• 野生イノシシSus scrofaは、家畜のブタ同様口蹄疫に感受性で
あり、豚とほぼ同量のウイルスを排出するため、その他の動物
種への感染源とみなされている。 

• 実験的には家畜からシカまたはシカから家畜への        
伝播が可能であり、ノロジカCapreolus capreolus                       
と中国シカ（山羌）Muntiacus reevesi は重症化し、        
しばしば致死的となる。 

• ニホンジカCervus nipponも感受性を示し、            1
～4日で発熱、口や蹄に病変を形成するが、         死亡
率は低い。 

• 稀ではあるが、ゾウ、ハリネズミおよびいくつかの                
齧歯類の口蹄疫が記録されている。 

• 西ヨーロッパ・ハリネズミErinaceus europaeusは口蹄疫に対す
る感受性が非常に高く、ウイルスを保持したまま越冬、春になっ
て発病し、家畜にウイルスを伝播する可能性がある。 

 

※ 口蹄疫が発生した場合、家畜と野生動物を切り離すことや、家畜
に予防接種することによるウイルス暴露からの保護が重要。 

※ 口蹄疫清浄国に口蹄疫が侵入した場合、希少野生動物（動物園
動物）に予防接種し、保護することも今後は必要であろう。 

 

 

 

 

 

 

インパラ 

サイガ 

ノロジカ 

ニホンジカ 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/3c/Saiga.jpg


口蹄疫ワクチン 

臨床症状からの疾病診断の答え 
 ウシ：(A)水胞性口炎 (B)口蹄疫 (C)イバラキ病 (D)口蹄疫 (E)ブルータング (F) 牛ウイルス性下痢・粘膜病 
 ブタ：(A)豚水胞病 (B)口蹄疫 (C)水胞性口炎 (D) 豚水疱疹 (E)豚水胞病 (F)口蹄疫 

2010年 国内で初めての口蹄疫ワクチン使用 
      ワクチン接種動物は殺処分 
 

◆ 今回のワクチン接種の目的は？ 
ウイルス増殖を抑制するため 
 

◆ ワクチンを打った動物は助けられないの？ 
→ ウイルスに感染していないことを証明できれば可能 
→ キャリア（見かけ上健康だが、ウイルスをもった動物で感染源とな

りうる）をなくす  

 

• 病気を経験することなく病原体（ウイルス）への抵抗性（免疫）を不える 

• 予防接種（ワクチネーション）は、病原微生物そのもの、あるいは微生物由来物
質を抗原として動物に接種すること 

• ワクチネーションは人や動物におけるウイルス感染症対策において最も効果
的かつ安価な方法と考えられる 

ワクチンの基本概念 

 

• 免疫的に互いに交差しない（ワク
チンがお互いに効かない）血清
型・亜型が多く、効果的なワクチン
の作製・選択が困難 

• ワクチンが原因となった事故 

• ワクチン接種動物と感染後回復動
物との識別困難 （感染動物はウ
イルスを保持するキャリアのリス
ク） 

口蹄疫ワクチンの課題 



生かすためのワクチン 

（Vaccine to live）への道 
◆ ワクチン接種動物は殺処分しなければいけない？ 
  心理的負担 
   ワクチン接種への抵抗 

 畜産農家にとって家族同様の家畜 
 ワクチン接種を実施する獣医師の苦悩 

動物愛護の観点 
  経済的観点 
 

◆ 生かす方法は？ 
  ワクチン接種と自然感染（キャリア動物）との識別→NSP抗体の利用 

NSP抗体の有無を利用したマーカーワクチン開発 

NSPを感染のマーカーに利用するアイディア（1990年代初め） 
NSP抗体検査法開発 
 1994年  EU：NSP抗体検査法の開発研究支援 
 2001年〜 市販キット 感度90％≦、特異性95％≦ （100％ではない） 
NSPフリー精製ワクチン（マーカーワクチン）の実用化 
 英国2001年大発生が契機 
 精製ウイルスを液体窒素タンクで保存（5年間）、数日で製品化 
OIE国際動物衛生規約（2002年） 

ワクチン接種後、感染動物のみ殺処分した場合（ワクチン接種動物を残して）、
6ヶ月で清浄国復帰 （全頭殺処分の場合、3ヶ月） 

米国（口蹄疫は農業テロ対策での最重要課題） 
アデノウイルス5型（非増殖型）をベクターとしてキャプシド・タンパク質遺伝子組
み込み（現在承認申請中） 

より信頼性の高いマーカーワクチンの研究成果が実用段階 
効果の実証が今後求められる 



新しい口蹄疫診断法の開発 

口蹄疫の診断における課題点 
 - 診断のためにウイルスを含む材料を扱う 
  → ウイルスを漏らさないバイオセキュリティ設備（レベル4(最高度の

バイオセキュリティレベル））の整った施設が必要 
 - 診断機関が国内に1か所のみ（(独) 動物衛生研究所 東京都） 
 - 材料を送付しなければならない 
  → 送付を決断するまでの壁の存在（診断で陰性が確定するまで、発

生に準じる処置を行うことへの抵抗）。 
    → 材料送付および診断の遅れ。 
 

現場(県の行政機関など）で実施可能な簡易診断法の開発 
 - バイオセキュリティの問題上、ウイルスを増殖させること（≒ウイルス

の分離）は非常に難しい 
 - 血中の口蹄疫ウイルスに対する抗体を検出するには、感染後、数週

間程度がかかる（早期診断に適さない） 
 → ウイルス抗原または遺伝子の検出 
   （キャリア動物には丌向きだが、口蹄疫フリーの地域では有効） 

新たな口蹄疫ウイルス遺伝子検出法
（LAMP法）の開発（宮崎大獣医学科 山崎渉准教授） 
  

 研究室内試験は終了。この夏よ口蹄疫診断リ
ファレンスセンターであるパーブライト研究所
（英国）にて、実地応用のための試験を進める。 



国際連携の必要性 
～東アジアを中心とした～ 

【 ウイルスの特徴と侵入時期 】  
 

•血清型は O型。香港、韓国、ロシアでの分離株と近縁 
•４月２０日の時点で既に１０農場以上にウイルスが侵入 
  ⇒ ３月中旬には既に宮崎に侵入と推定される 
•ウイルスはアジア地域から人や物の移動に伴って我が国へ侵入した可能
性が高いが、経路は特定できていない 
•今後の防疫対策への提言 第1項 
 「アジア地域を中心に海外の発生状況を常に把握し、口蹄疫の侵入防
止を徹底すること」 

（2010年8月25日疫学調査チーム中間報告より抜粋） 



産業動物獣医師の育成 
～獣医学教育の在り方～ 

口蹄疫等家畜伝染病に対応した獣医師育成環境の整備  
（文部科学省 平成22年度～） 

［背景］ 
口蹄疫の国内発生、鳥インフルエンザなど人獣共通感染症への対応、ＢＳＥを契機とした
食の安全への関心の高まりなどを背景に、国民の健康・生活を守るため現場の最前線で
家畜診療や防疫等に従事する産業動物獣医師や公務員獣医師に対する社会的ニーズが
高まっています。特に、本年の宮崎県における口蹄疫被害を踏まえ、農林水産省では、
「獣医療を提供する体制の整備を図るための基本方針」（平成２２年８月３１日）において、
緊急時に最前線で防疫措置を実施する産業動物獣医師・公務員獣医師の養成・確保に向
けた取組を強化する観点から、獣医系大学の学生が産業動物診療や行政分野に触れる
機会を増大するとともに、これら分野へ就業・定着を図る取組を推進するとしています。 
［目的］ 
本事業は、国民の健康・生活の安全・安心の確保に向け、口蹄疫対策をはじめとした我が
国の家畜防疫対策を担う産業動物獣医師、家畜感染症・人獣共通感染症等への対策(以
下「感染症等対策」)を担う獣医師の養成・強化のため、獣医系大学の学部教育における臨
床実習等の充実に丌可欠な教育環境の整備を支援する事業です。特に、産業動物分野の
臨床実習や感染症等対策分野の参加型実習(学内での実践的実習や学外実習等)の充
実・強化に取り組む大学に対して、実習用設備の整備を支援します。 

宮崎大学 人獣共通感染症教育プロジェクト事業 
  （文部科学省 平成17～21年度 ※平成22年以降も継続中） 

「口蹄疫対策検証委員会報告書」（平成２２年１１月２４日） 

  獣医学系大学における産業動物に関する実習の強化が提言された。 


